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小学校学習指導要領実施状況調査 結果のポイント

Ⅰ．調査の概要

１．調査の趣旨

小学校の学習指導要領の検証のため，指導要領の改善事項を中心に，各教科の目標や内容に照らした児童の学習の実
現状況について調査研究を行い，次期指導要領改訂の検討のためのデータ等を得る。

２．調査の内容

各教科で下記の①～③の視点に基づくペーパーテスト調査を実施。あわせて，児童，教師，学校長を対象とした質問紙調
査を実施。

①今回の改訂の基本方針に掲げられている事項
（例）思考力・判断力・表現力等の育成等

②今回の改訂で新設，学年及び学校を越えて移行した事項

③従来より課題と指摘される事項や，経年比較等の観点から把握・分析が必要な事項等

３．調査対象学年，教科及び調査実施日

平成２５年２月１８日（月）～３月８日（金）

・ 第４学年 国語，社会，算数，理科 ・ 第５学年 社会，算数，理科
・ 第６学年 国語，社会，算数，理科，音楽，図工，家庭

４．調査実施校及び調査対象児童数

9１１校（全学校の約4.２％）， 111,797人（対象学年の約3.2％）
※１教科１問題冊子当たり，3,000人程度の調査結果を得ることができるよう，国立教育政策研究所において調査対象校を無作為抽出。

国立教育政策研究所 教育課程研究センター
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小学校学習指導要領実施状況調査
各教科のペーパーテスト調査結果の概要と指導上の改善点（国語）

・ 目的や意図に応じて相手の話の内容を聞き取ることや，問われたことに対して情報を正確に取り出すこと等については，相当数の児童ができている。
・ 目的に応じて文章を要約するなど課題解決に向けて主体的に文章を読むことや，ポスター・リーフレットなど文章の種類や特徴に応じて効果的に文章
を書くこと等については，課題があると考えられる。
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小学校学習指導要領実施状況調査
各教科のペーパーテスト調査結果の概要と指導上の改善点（社会）

・ 示された学習問題の解決を見通して調べる事柄や資料を選ぶことや，グラフや年表から情報を読み取ること等については，相当数の児童ができてい
る。

・ 資料から読み取った情報を比較・関連付け・総合したりして社会的事象の働きや役割などを考え表現することや，地図から読み取った情報を適切に表
現すること等については，課題があると考えられる。
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小学校学習指導要領実施状況調査
各教科のペーパーテスト調査結果の概要と指導上の改善点（算数）

・ 等しい比について考え説明することや，「帯分数を含む分数の乗法及び除法」，「直線の平行や垂直の関係」，「異分母の分数の加法及び減法」，「円
の面積の求め方」，「起こり得る場合」等については，相当数の児童ができている。

・ 目的に応じてグラフを用いて考え説明することや，分数の除法の意味や割合に関する問題， 「□や△などを用いた式の理解」，「四則計算の結果の見
積り」，「単位量当たりの大きさ」等については，課題があると考えられる。
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小学校学習指導要領実施状況調査
各教科のペーパーテスト調査結果の概要と指導上の改善点（理科）

・ 実験結果のグラフから要因を考え予想することや，予想に対する検証方法を計画し観察・実験を実施すること，身近な現象に目を向け学んだことを生
活に適用すること，観察・実験の記録の技能等については，相当数の児童ができている。

・ 比較対象の設定や条件の制御をすることや，科学的な言葉や概念を的確に記述すること，事象の変化を要因と結び付けて的確に表現すること，一部
の観察・実験器具の操作の技能等については，課題があると考えられる。
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